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市内イベントを随時更新中▶十和田市ブログ「駒の里から」
http://citytowada.exblog.jp/ ▶十和田市写真館 http://www.city.towada.lg.jp/youkoso/photo/top.htm

　現在、中心商店街に建設中の（仮称）市民交流プラザ
設計者の建築家・隈研吾さんの講演会が８月 25 日、市
民文化センターで開催され、約 600 人が訪れました。
　隈さんは、「場所の力」をテーマに講演。過去に設計
した建築物やプラザの設計について紹介。「いい建築に
はマグネット効果がある。街中と十和田湖奥入瀬が連動
したまちづくりを継続すればこのまちは強力なマグネッ
トとなります」と、話しました。

プラザの設計について「街の人から愛されるようにと考
えました」と、話す隈さん

（仮称）市民交流プラザ設計者
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吾さんが講演

　８月 29 日、十和田湖観光汽船ターミナルで「第２回
十和田湖ひめますブランド化講習会」が行われ、十和田
湖畔の飲食店や宿泊施設の関係者らが参加しました。
　講習会終了後、十和田湖増殖漁業協同組合の小林義美
組合長が「十和田湖ひめます」の地域団体商標登録を特
許庁に出願することを発表しました。小林組合長は「商
標登録されることで、認知度を高めて十和田湖の魅力を
全国に発信していきたい」と、意気込みを話しました。

講習会では、野菜ソムリエのタナカトウコさんの指導の
もと、料理写真の撮り方などを学びました

十和田湖の活性化に向けて
「十和田湖ひめます」商標登録を出願

　８月 24 日、稲生川ふれあい公園で「第 11 回稲生川ふ
れあい祭り」が開催され、地域住民ら約 200 人が参加し
ました。
　主催した稲生川せせらぎ活動委員会の平野隆夫会長は
「川沿いの花壇整備など皆さんの日ごろの活動には心か
ら感謝しています」と、あいさつ。会場では、ニジマス
のつかみ取りやバーベキューなどが行われ、参加者らは
交流を深めていました。 ニジマスのつかみ取りなどの催しには多くの子どもたちが

参加。大きな歓声を上げながら楽しんでいました

環境整備、美化活動への思いを新たに
第 11回稲生川ふれあい祭り

　９月１日、十和田湖畔エリアの振興対策として市民を
対象とした日帰りバスツアーの第二弾「湖畔のバーベ
キュー＆スキー場のひまわり畑 in 焼山」が行われ、19
人が参加し、カヌー体験や十和田湖遊覧船のグリーン船
室体験などを楽しみました。
　参加した宮島大

ひ ろ き

貴さんと豊原賢吾さん（ともに北里大
学・３年）は「カヌーから見た十和田湖の景色がとても
きれいで驚きました」と、楽しそうに話していました。

市民が十和田湖畔でカヌーなどを体験
十和田湖の魅力を再発見

カヌーはほとんどのかたが初体験。慣れてくると「楽しい」
と、笑顔を見せていました

　昭和 31 年の発表以来、市民に親しまれてきた「三本
木小唄」。この三本木小唄は半世紀以上前に制作された
レコードが残るだけで、廃

すた

れることを危
き ぐ

惧した市民有志
が三本木小唄復元実行委員会（野崎能

よしなり

成委員長）を結成。
このたび、菅原都
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々子さんが歌い直し、新たにＣＤを制
作しました。また、実行委員会では、異なって伝わって
いた三本木小唄の出だしの踊りかたを統一。９月 13 日、
官庁街通りで踊りを披露しました。 ９月４日、三本木小唄復元実行委員会の皆さんが市役所

を訪れ、市にＣＤ50枚を寄贈しました

十和田市の盆踊り定番ソングが復活
三本木小唄を再レコーディング

　９月 13 日、アートステーショントワダで十和田市を
広く全国にＰＲする十和田奥入瀬観光大使に本市出身の
歌手・菅原都々子さんを新たに任命しました。
　小山田市長から委嘱状と「三本木小唄」復元に尽力す
るなど歌を通した市への貢献に対し、感謝状が贈呈され
ました。菅原さんは「昨日から胸がいっぱいです。今日
は感謝の意味を込めて三本木小唄を歌わせていただきま
す」と、笑顔で話しました。 会場には約60人の市民が集まり、菅原さんの生歌で「三

本木小唄」の流し踊りが披露されました

９人目の十和田奥入瀬観光大使
菅
す が わ ら

原都
つ づ こ

々子さんを観光大使に委嘱

自分たちで植えたひまわりを観察に訪れた園児たち

満開のひまわりの中で記念撮影をしているかたも

　８月中旬から９月上旬にかけて、十和田湖温泉スキー場
で試験栽培を行っているひまわり約 33 万本が見ごろを迎
え、訪れたかたの目を楽しませていました。
　９月３日には、６月にひまわりの一種「キッズスマイル」
の種まきを行った学校法人青森山田学園青森大学附属北園
幼稚園（沢目玲子園長）の園児ら約 50 人が、自分たちで
植えたひまわりを見学に訪れました。園児らは「きれい」「大
きく育っている」などと歓声を上げながらひまわりを観察
していました。吉崎夏

な つ き

希ちゃん（６歳）は「思っていたよ
り大きく、きれいに咲いていてうれしいです」と、喜んで
いました。
　また、奥入瀬温泉活性化協議会
（小笠原正明会長）が、「奥入瀬温
泉郷フラワーロード」として、観
光客を花でおもてなししていま
す。奥入瀬インフォメーション・
hakocco（ハコッコ）周辺や十和
田湖温泉郷メイン通りを色とりど
り、たくさんの種類の花で飾り付
けました。花に囲まれた焼山地区
に訪れてみませんか。 温泉郷が花で彩られました

十和田湖温泉スキー場で33万本のひまわり咲き誇る
花に囲まれ子どもたちの笑顔も満開
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